
表 紙

２月１日 現在 前月比

男 7,334人 (－15)

女 7,546人 (－18)

計 14,880人 (－33)

世帯数 5,313戸 (－７)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… 10人
死亡…… 32人
転入…… 13人
転出…… 24人
婚姻…… ４組
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再生紙を使用しています。

市の人口と世帯

世代を越えて受け継ぐ小正月行事
小正月の１月15日の伝統行事「だんごさし」。五穀豊穣

や無病息災、家内安全などを願って地域で行われてきまし
た。この習わしを玉野小学校１・２年生が祖父母と一緒に
体験。ミズキの木に色とりどりのだんごをさし、鯛や宝船
などの飾りを下げました。「コロナがおさまってディズニ
ーランドにいけますように」と書かれた小判を発見。変わ
らぬ伝統行事にも、その時代の日常風景が映し出されてい
ます。 （1月13日 玉野小学校にて)
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令和４年の幕開けと、尾花沢市に長
年にわたり多大な貢献があった方に贈
られる市民賞の受賞者をお祝いするた
め、「市民新春祝賀会」・「市民賞授賞
式」が開催されました。

１
月
５
日
、
サ
ル
ナ
ー
ト
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、「
令
和
４
年
市
民

新
春
祝
賀
会
」・「
令
和
３
年
度
市
民
賞

授
賞
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尾
花
沢
雅
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
た
後
、

戸
田
楓
真
さ
ん
と
菅
原
千
尋
さ
ん
が
市

民
憲
章
を
朗
唱
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
チ
ェ
リ

ス
ト
の
加
藤
皓
平
さ
ん
に
よ
る
チ
ェ
ロ

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
市
民
賞
に
選
ば
れ
た

３
人
へ
、
市
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
参
加
者
を
限
定
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
皆
、
新
し

い
年
の
幕
開
け
に
期
待
と
願
い
を
込
め

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

▲市民憲章を朗唱した
戸田楓真さん(右)と
菅原千尋さん(左)。

※撮影のため、一時的にマスクを外している写真があります。

尾
花
沢
市
消
防
本
部
に
災
害
対
応
軽
四

輪
駆
動
車
が
導
入
さ
れ
、
12
月
22
日
に
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

導
入
さ
れ
た
の
は
、
四
輪
駆
動
で
車
高

の
高
い
軽
自
動
車
。
通
常
は
警
防
業
務
や

広
報
活
動
で
尾
花
沢
・
大
石
田
管
内
を
巡

回
。
災
害
発
生
時
に
は
、
大
雨
に
よ
り
土

砂
で
道
幅
が
狭
く
な
っ
た
道
路
や
、
山
岳

地
で
の
悪
路
走
行
に
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

車
体
を
活
か
し
迅
速
に
現
場
へ
向
か
う
こ

と
が
で
き
、
様
々
な
災
害
に
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

自
然
災
害
や
山
岳
救
助
等
に
対
応

災
害
対
応
軽
四
輪
駆
動
車
を
導
入

▲導入された車両には、緊急車両としての赤色回転灯、電子サイレン、
無線機等のほか、災害時に必要な機材が積み込めるルーフラックや、
車両後部に昇降はしごも設置されています。

１月１日号の新春恒例クイズにご応募いただいた皆様、ありがとうございました。
今年の応募総数は138通。正解者の中から抽選の結果、下記の方々が当選されまし
た。おめでとうございます。当選者の皆様には、後日、商品券を郵送しますのでお待ち
ください。

お
年
玉
ク
イ
ズ
の
「
市
報
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
プ
チ
情
報
」
に
、

た
く
さ
ん
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
芦
沢
の
25
歳
男
子
の
年
祝
い

→
さ
っ
そ
く
取
材
に
行
き
、
こ
の
市
報
の
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

・
翁
山
。
テ
レ
ビ
で
見
た
が
、
入
口
が
わ
か
ら
な
い
。

・
鉄
製
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
の
紹
介
。
新
潟
で
は
必
需
品
。
氷
や
圧
雪
し

た
雪
で
も
壊
れ
に
く
い
。

・
お
す
す
め
の
飲
食
店
(グ
ル
メ
情
報
)、
市
内
の
会
社
紹
介

・
ス
ポ
少
情
報
(ど
ん
な
ス
ポ
少
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
活
躍
し
て
い

る
か
)

・
書
道
を
教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ

・
地
域
ご
と
に
異
な
る
風
習
（
お
墓
参
り
の
日
、
お
さ
い
と
う
、
虫

送
り
の
や
り
方
等
）

・
南
沢
の
福
舟
鉱
山
跡
に
残
る
選
鉱
場
風
景

・
福
原
小
の
窓
か
ら
見
る
葉
山
と
月
山
が
絶
景

・
丹
生
川
の
河
川
敷
で
秋
に
咲
く
10
月
桜

・
猿
羽
根
山
か
ら
見
た
毒
沢
橋

・
北
村
山
高
校
近
く
の
通
り
の
桜
と
徳
良
湖
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル

・
く
ぢ
ら
餅
や
つ
け
物
な
ど
の
郷
土
料
理
・
食
文
化
・
時
短
レ
シ
ピ

・
長
根
山
展
望
台
か
ら
の
眺
望

・
細
野
か
ら
見
え
る
鳥
海
山

・
宝
栄
牧
場
の
風
景

頂
戴
し
た
情
報
を
活
用
し
、
今
後
も
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

※
意
見
内
容
と
当
選
者
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

｢市
報
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
プ
チ
情
報
｣紹
介

Ｃ．３個
え答



市
民
功
労
賞

髙
宮

徹
哉
氏
(朧
気
）

氏
は
、
代
表
監
査
委
員
を
14
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
、
適
正
な
市
政
運
営
や
、

市
職
員
の
育
成
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
功
労
賞

奥
田

文
雄
氏
(新
町
５
）

氏
は
、
区
長
を
20
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て

務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
尾
花
沢
地
区
安
全

協
会
の
尾
花
沢
支
部
長
な
ど
の
要
職
も
歴
任

さ
れ
、
地
域
振
興
の
発
展
や
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
振
興
賞

五
十
嵐
仲
一
氏
(細
野
）

氏
は
、
尾
花
沢
林
間
学
校
や
都
市
体
験
移

動
教
室
等
の
交
流
事
業
へ
長
き
に
わ
た
り
貢

献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
陸
上
長
距
離
大
会
の

監
督
等
を
務
め
ら
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
地
域
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▲厳かな音色を披露した尾花沢雅楽。

▲新春にピッタリの
曲で会場を和ませ
た加藤皓平さん。

令
和
３
年
度
市
民
賞
受
賞
者▲写真左から、奥田文雄氏、髙宮徹哉氏、

五十嵐仲一氏代理の五十嵐新一氏。

◀車両前部には、最大牽引力約２トン
のウインチを設置。悪路や雪道には
まって動けなくなった時も、自力で
脱出できるようになっています。

【１
等
】

は
な
が
さ
商
品
券
５
千
円
分

１
人

伊
藤

高
子
(鶴
子
４
）

【２
等
】

同

商
品
券
３
千
円
分

２
人

信
夫
竜
之
介
(上
町
３
）

鈴
木
比
呂
美
(新
町
３
）

【３
等
】

同

商
品
券
１
千
円
分

10
人

戸
田

秀
夫
(上
町
５
）

鈴
木

幹
子
(下
原
田
）

國
井

成
子
(新
町
４
）

島
津

正
子
(若
葉
町
）

村
岡
實
紗
子
(新
町
３
）

瀧
口

春
美
(神
奈
川
県
）

佐
藤

邦
子
(梺
町
２
）

佐
藤

悠
真
(六
沢
１
）

加
藤

綾
子
(朧
気
）

工
藤

竜
也
(芦
沢
駅
前
）

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

当
選
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）



12/22

｢幻酒翁山｣新酒発表会
地元の米｢さわのはな｣で
仕込んだ酒を味わう12/25

㈱ファーム・フロンティア藤井弘志会長を
講師に迎え、スマート農業をテーマとした講
演会が開催されました。農業を取り巻く変化
とスマート農業技術の導入についてお話しい
ただき、参加者は真剣に耳を傾けていました。

宮沢翁塾が企画する日本酒の新酒発表会が
行われました。参加者は、落語家柳家わさび
のオンライン寄席や、元地域おこし協力隊の
古藤拓さんによる弾き語りを楽しみながら、
出来たての新酒の味を確かめていました。

尾花沢市とスマート農業技術講演会
技術を知り課題解決に活用

１/８
除雪ボランティア
｢おばね雪ほり隊｣始動！

オンライン三
み

十
そ

路
じ

式
成人式から10年
思い出話に花が咲く１/８

SMBC日興証券(株)の社員が山形市から訪
れ、玉野地区の一人暮らし高齢者宅の除雪ボ
ランティアをしました。１階の屋根まで積も
った雪を一丸となって掘り進めて約２時間。
家の中に光が差し、住人は喜んでいました。

今年度30歳になる本市出身者と在住者を対
象に三十路式が行われ、全国から30人がオン
ラインで参加しました。先輩からのビデオ
メッセージを見たあとは、画面越しで交流会。
思い出話と近況報告で盛り上がりました。
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載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※アイコンをクリック) → 最新の記事 → ニュース特急便

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

玉野小６年生が映画プロデューサー髙橋卓
也さんからお話を聞きました。髙橋さんは、
「紅花の守人」など山形を題材にしたドキュ
メンタリー映画を制作しています。資金集め
から取材調整まで何でもするプロデューサー
の仕事や、庄内の映画館「グリーンハウス」
などの話を聞き、映画の世界に触れました。

１/20

さくら保育園で恒例の「こままわし大会」
が行われ、ひもを巻き付けて回すこまに挑戦
しました。年長・年中組の子どもたちは、誰
が一番上手に回せるかをトーナメント戦で勝
負！手が赤くなるほどしっかりとひもを巻き
付けて…それっ！床にこまを放ち、勢いよく
ひもを引っ張って上手に回していました。

さくら保育園 こままわし大会
難しいひも付きこまに挑戦！
誰が一番上手に回せたかな？１/27

玉野小学校 こども映画教室
映画プロデューサーの
仕事を学ぶ

花笠の湯では、旧鶴子小学校にあったピア
ノを利用し、誰でも自由に弾ける「温泉ピア
ノ」を始めました。弾き初めとして全盲の伊
藤美穂さんが演奏。また、民謡歌手の木村里
美さん(大石田町)が三味線の生演奏で朗々と
した歌声を披露。温泉を訪れた人は、ピアノ
の音色と歌声にほっこり癒されていました。

12/29･30

原田送水場のポンプ故障による断水が発生
した際、下記の事業所等の方々より給水場所
をご提供いただきました。（順不同、敬称略）
・(有)清藤鉄工所 ・(有)山五商事運輸
・ことぶき建設(株)
・みちのく村山農協常盤事務所・旧袖原分校
・六沢地区生涯学習推進センター

1/2～1/6

花笠の湯に誰でも弾ける｢温泉ピアノ｣登場
心も体もあったまるね♪

断水時の給水場所を提供していただいた皆様
ご協力ありがとうございました
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『北村山高校生｣は、コロナなんか
に負けない。挑戦あるのみ。

『
成
功
の
反
対
は
失
敗
で
は
な
い
！

挑
戦
し
な
い
こ
と
」

４
月
に
大
内
郭
嘉
校
長
生
先
か
ら

あ
っ
た
言
葉
で
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、

現
在
北
村
山
高
校
が
挑
戦
し
て
い
る

こ
と
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ス
キ
ー
部
全
国
制
覇
に
挑
戦
」

北
村
山
高
校
ス
キ
ー
部
は
、
２
月

６
日
(日
)か
ら
岩
手
県
で
開
催
さ
れ

る
第
71
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大

会
(冬
季
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
)に
出
場
し

ま
す
。
優
勝
を
目
指
し
て
日
々
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

「
自
己
理
解
と
地
域
理
解
を

深
め
、探
求
す
る
こ
と
に
挑
戦
」

２
月
に
１
年
次
は
自
分
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
、
２
・
３
年
次
は
地
域
(尾
花

沢
、
大
石
田
)に
つ
い
て
実
践
し
た

探
求
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
学
内
で
の
発
表
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
学
び
を
活
か
し
、

地
域
を
愛
し
支
え
て
い
け
る
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
体
育
系
列
ヨ
ッ
ト
実
習
に
挑
戦
」

体
育
系
列
で
は
、
来
年
度
よ
り

ヨ
ッ
ト
実
習
に
挑
戦
し
ま
す
。
先
日
、

徳
良
湖
ヨ
ッ
ト
倶
楽
部
の
長
谷
山
裕

氏
を
学
校
に
お
招
き
し
、
ヨ
ッ
ト
の

魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
北
村
山
高
校
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

作
り
に
挑
戦
」

キ
モ
カ
ワ
イ
イ
北
村
山
高
校
の
学

校
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
タ
ム
ン
」
ま

も
な
く
お
披
露
目
で
す
。

体育系列ヨット実習の事前準備 徳良湖でのヨット体験の様子 大会後のスキー部員たち

１
月
４
日
午
後
２
時
頃
、
例
年

よ
り
早
く
東
京
に
初
雪
が
降
り
、

夜
７
時
ま
で
に
10
セ
ン
チ
も
積
も

り
ま
し
た
。
翌
朝
、
道
路
が
凍
っ

て
車
は
ス
リ
ッ
プ
、
歩
行
者
が
滑

っ
て
転
ん
だ
り
、
都
会
で
は
、
少

し
の
積
雪
で
も
慣
れ
な
い
か
ら
大

騒
ぎ
。
お
昼
頃
に
は
、
日
の
当
た

る
道
路
の
雪
は
ほ
ぼ
消
え
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
尾
花
沢
で
は
、
年
末
か
ら
雪
が
降
り
始
め
た
よ
う
で

す
。
除
雪
も
早
朝
に
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
だ
し
、
娘
さ
ん
や
若
い

嫁
さ
ん
た
ち
も
何
の
そ
の
、
車
で
仕
事
場
(会
社
)に
通
っ
て
い
ま

す
。
土
地
柄
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
７
年
前
の
１
月
14
日
、
東
京
銀
座
、
山
形
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
｢お
い
し
い
山
形
プ
ラ
ザ
｣(尾
花
沢
産
の
品
も
た
く
さ

ん
売
っ
て
い
ま
す
)で
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
さ
が
え
主
催
｢本
間
満
社

長
」
の
｢寒
鱈
汁
の
振
舞
い
｣が
行
わ
れ
、
山
形
県
人
会
東
京
連
合

会
三
澤
会
長
始
め
、
首
都
圏
尾
花
沢
会
か
ら
、
私
を
含
め
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
雪
空
の
た
め
正
午
の
30
分
前
に
ス
タ
ー
ト
。
お

店
に
大
勢
の
方
々
が
来
場
し
、
｢つ
や
姫
｣や
寒
鱈
汁
を
お
腹
い
っ

ぱ
い
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
、
た
ち
ま
ち
500
杯
が
完
了
と
な
り
ま
し

た
。あ

い
さ
つ
し
て
帰
ろ
う
と
思
っ
た
そ
の
時
、
大
粒
の
雪
が
降
っ

て
き
て
、
見
る
見
る
う
ち
に
雪
が
積
も
り
、
途
中
40
セ
ン
チ
の
大

雪
と
な
り
ま
し
た
。
都
会
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
は
大
変
な
こ

と
だ
と
思
い
つ
つ
、
車
で
慣
れ
な
い
雪
道
を
、
銀
座
か
ら
足
立
ま

で
12
時
間
か
け
て
無
事
帰
宅
で
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ま
、
冬
期
中
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
尾

花
沢
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
市
民
の
方
々
に
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
の
冬
事
情

首都圏尾花沢会
顧 問

原田 忠吉 さん
(行沢出身)

５
歳
児
の
マ
マ
「
家
時
間
の
充
実
に
投
資
」

家
族
み
ん
な
で
で
き
る
体
を
動
か
す
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

や
、
調
理
家
電
な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
多

機
能
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
使
っ
て
、
た
こ
焼
き
を
し
た

り
、
ご
飯
の
時
間
を
楽
し
く
し
て
い
ま
す
。
家
時
間
を

楽
し
む
の
が
、
息
抜
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
歳
児
の
マ
マ
「
ス
ノ
ボ
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
」

週
末
は
ス
キ
ー
場
に
連
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

雪
か
き
を
子
ど
も
と
す
る
と
、
楽
し
そ
う
に
手
伝
っ
て

く
れ
ま
す
。
家
で
は
、
自
分
も
楽
し
め
る
ア
ニ
メ
を
一

緒
に
見
て
、
息
抜
き
し
て
い
ま
す
。

３
歳
児
の
マ
マ
「
お
家
で
ダ
ン
シ
ン
グ
」

子
ど
も
が
ダ
ン
ス
好
き
な
の
で
、
動
画
を
見
て
踊
っ

て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
お
も
ち
ゃ
で
お
兄
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
大
き
い
作
品
を
作
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
息
抜
き
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
。

３
歳
児
の
マ
マ
「
掃
除
で
ス
ト
レ
ス
発
散
」

雪
遊
び
を
し
た
り
、
家
で
動
画
を
見
て
過
ご
す
こ
と

が
多
い
で
す
。
週
末
に
掃
除
を
し
て
体
を
動
か
す
の
が

息
抜
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
場
の
人
と
近
く
で
お
茶

を
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２
歳
児
の
パ
パ
「
家
族
で
出
か
け
て
気
分
転
換
」

自
分
は
ジ
ム
に
行
っ
て
息
抜
き
を
し
て
い
ま
す
。
家

に
ず
っ
と
い
る
と
喧
嘩
し
そ
う
に
な
る
の
で
、
家
族
で
、

時
々
近
く
の
温
泉
や
外
食
に
出
か
け
て
い
ま
す
(笑
)市

内
の
実
家
に
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
帰
り
ま
す
。

先
輩
マ
マ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス「
目
指
せ
！
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
雪
像
を
一
緒
に
作
っ
て
、

ペ
ン
キ
で
色
を
染
め
て
楽
し
む
の
が
お
ス
ス
メ
‼



高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用

の
一
部
を
市
で
助
成
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
れ
ま
で
成
人
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

■
対
象
年
齢
／

●
65
歳
（
昭
和
31
年
４
月
２
日
生
〜
昭

和
32
年
４
月
１
日
生
）

●
70
歳
（
昭
和
26
年
４
月
２
日
生
〜
昭

和
27
年
４
月
１
日
生
）

●
75
歳
（
昭
和
21
年
４
月
２
日
生
〜
昭

和
22
年
４
月
１
日
生
）

●
80
歳
（
昭
和
16
年
４
月
２
日
生
〜
昭

和
17
年
４
月
１
日
生
）

●
85
歳
（
昭
和
11
年
４
月
２
日
生
〜
昭

和
12
年
４
月
１
日
生
）

●
90
歳
（
昭
和
６
年
４
月
２
日
生
〜
昭

和
７
年
４
月
１
日
生
）

●
95
歳
（
大
正
15
年
４
月
２
日
生
〜
昭

和
２
年
４
月
１
日
生
）

●
100
歳
（
大
正
10
年
４
月
２
日
生
〜

大
正
11
年
４
月
１
日
生
）

■
接
種
時
に
必
要
な
も
の
／

予
防
接
種
券
、
予
診
票
、
接
種
済
証

※
健
康
増
進
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
助
成
金
額
／
１
人
に
つ
き
４
千
150
円

■
助
成
期
限
／
３
月
31
日
(木
)

問
健
康
増
進
課
健
康
指
導
係

【内
線
621
】
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消
防
訓
練
に
よ
る
活
性
化
セ
ン
タ
ー

通
り
通
行
止
め
(３
月
６
日
)

■
日
時
／
３
月
６
日
(日
)

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
10
時

■
時
間
・
訓
練
内
容
・
場
所
／

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
が
長
期
化
す
る
中
で
、

様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
方
々
の
生

活
・
暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め
、
住
民

税
非
課
税
の
世
帯
等
を
対
象
に
、
１
世

帯
当
た
り
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
／
令
和
３
年
12
月
10
日
現
在
、

尾
花
沢
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
世
帯

①
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
分
の
住
民
税

非
課
税
の
世
帯

②
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
令
和
３
年

１
月
以
降
の
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
、

①
の
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
世
帯
（
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
な
い
減
収
は
対
象
外
）

■
支
給
方
法
等
／
①
に
該
当
す
る
世
帯

へ
は
、
市
か
ら
順
次
、
案
内
と
確
認

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確

認
・
記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
②
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
・
必
要
書
類

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
締
切
／
①
確
認
書
が
届
い
て
か

ら
３
カ
月
以
内
、
②
９
月
30
日
(金
)

問
福
祉
課
生
活
福
祉
係

☎
(22
)１
１
１
６

中
小
企
業
者
等
除
雪
経
費
助
成
金

市
内
事
業
者
へ
除
雪
経
費
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、

左
記
ま
で
申
請
く
だ
さ
い
。

■
補
助
要
件
／
製
造
業
、
商
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
運
送
業
、
宿
泊
業
、
福
祉

関
連
事
業
等
を
営
む
事
業
所
。
小
売

店
、
飲
食
店
は
、
別
途
要
件
有

※
令
和
４
年
１
月
18
日
現
在
、
常
時
雇

用
者
(雇
用
保
険
加
入
)３
人
以
上

■
補
助
金
額
／
常
時
雇
用
者
１
人
に
つ

き
３
千
円
以
内
(上
限
30
万
円
)

■
申
請
期
限
／
３
月
11
日
(金
)

問
企
業
振
興
室
【内
線
255
】

地
区
の
皆
さ
ん
の
芸
術
作
品
、
自
慢

の
手
作
り
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
25
日
(金
)〜
２
月
27
日

(日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

(最
終
日
は
午
後
３
時
終
了
）

■
場
所
／
宮
沢
地
区
公
民
館

※
市
内
ふ
れ
あ
い
作
品
展
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
会
場
で
す
(６
カ
所
目
)。

※
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
宮
沢
地
区
公
民
館

☎
(22
)０
４
３
３

宮
沢
地
区
新
春
作
品
展

翁
山
を
愛
す
る
会
40
周
年
記
念
展

同
時
開
催
！

子
ど
も
の
想
像
力
を
育
み
、
楽
し
く

生
け
花
が
学
べ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日
／
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
全

９
回

初
回
は
４
月
16
日
(土
)

■
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
前
10
時

■
場
所
／
共
同
福
祉
施
設

■
対
象
者
／
年
長
児
〜
小
学
生

■
参
加
費
／
１
回
１
千
円
程
度

■
申
込
／
３
月
４
日
(金
)ま
で
左
記
へ

電
話
で
申
し
込
み
。

問
尾
花
沢
地
区
公
民
館

☎
(23
)２
０
１
６

※
午
前
８
時
40
分
〜
午
前
９
時
40
分
ま

で
活
性
化
セ
ン
タ
ー
通
り
は
全
面
通

行
止
め
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
火
災
と
間

違
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
役
所
東
側
駐
車
場
が
訓
練
会
場
と

な
り
ま
す
。
前
日
夕
方
か
ら
車
両
の

駐
車
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
、
開
催

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
警
防
係

☎
(22
)１
１
３
１

事
業
所
・
求
職
者
の
皆
さ
ん
へ

資
格
取
得
促
進
助
成
金
の
ご
案
内

事
業
所
の
技
術
力
向
上
と
求
職
者
の

就
労
支
援
を
目
的
と
し
、
資
格
取
得
等

に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
経
費
／
資
格
取
得
等
に
係
る
受

講
料
(教
材
費
含
む
）、
受
験
料
、
資

格
登
録
料

■
対
象
資
格
／
能
力
向
上
・
就
労
に
つ

な
が
る
国
家
資
格
、
公
的
資
格
ま
た

は
免
許
（
民
間
資
格
・
第
一
種
普
通

免
許
・
普
通
自
動
二
輪
車
免
許
・
大

型
自
動
二
輪
車
免
許
・
原
動
機
付
自

転
車
免
許
お
よ
び
小
型
特
殊
免
許
を

除
く
。
資
格
等
を
取
得
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

■
助
成
要
件
・
助
成
額
／

事
業
所

①
市
内
に
本
店
ま
た
は
支

店
を
有
し
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ

と
。
当
該
事
業
所
で
就
労
し
て
い
る
正

規
・
非
正
規
雇
用
者
が
対
象
。
②
就
労

者
１
人
あ
た
り
３
万
円
限
度
（
経
費
の

２
分
の
１
）、
１
事
業
所
15
万
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

求
職
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。
公
共
職

業
安
定
所
ま
た
は
市
無
料
職
業
紹
介
所

に
求
職
登
録
し
て
い
る
方
が
対
象
。
②

１
人
あ
た
り
５
万
円
限
度
（
経
費
の
２

分
の
１
）

■
申
請
締
切
／
３
月
11
日
(金
)

問
企
業
振
興
室
【内
線
255
】

な
り
ま
す
の
で
、
上
流
・
下
流
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

③
ふ
た
と
取
手
は
確
実
に
収
納

ふ
た
や
取
手
が
浮
い
て
い
る
と
、
除

雪
車
が
通
る
際
に
破
損
し
ま
す
。
そ
の

場
合
の
修
理
代
は
、
原
則
利
用
者
対
応

と
な
り
ま
す
の
で
確
実
に
収
納
し
て
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課
維
持
管
理
係

☎
(22
)１
１
１
４

若
年
性
認
知
症
の
当
事
者
で
、
自
身

の
体
験
等
を
交
え
認
知
症
の
理
解
を
広

め
る
活
動
を
し
て
い
る
方
の
講
演
で
す
。

■
日
時
／
２
月
27
日
(日
)

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
場
所
／
東
光
館
大
会
議
室

■
内
容
／
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
「
笑
顔

で
生
き
る
」
〜
認
知
症
と
共
に
〜

講
師
：
丹
野
智
文
氏
（
お
れ
ん
じ
ド

ア
代
表
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
／
２
月
18
日
(金
)ま
で
左
記
へ

電
話
で
申
し
込
み
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
、
開
催

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(23
)３
６
６
０

｢伝
統
文
化
い
け
ば
な
こ
ど
も
教
室
｣

参
加
者
募
集

■３月定例会日程予定(変更となる場合があります)
３月２日(水)10時～ 本会議
３日(木)10時～ 総務文教常任委員会
４日(金)10時～ 産業厚生常任委員会
７日(月)10時～ 一般質問
８日(火)10時～ 一般質問・予算特別委員会
９日(水)10時～ 予算特別委員会(総括質疑)
10日(木)10時～ 予算特別委員会(総括質疑・分科会）
11日(金)～15日(火)10時～

予算特別委員会(分科会）
17日(木)13時～ 予算特別委員会・

本会議・議会運営委員会
18日(金)13時～ 本会議

■傍聴／傍聴をご希望の方は、事務局で受付が
必要です。団体の方は、事前にお問い合わせ
ください。新型コロナ感染拡大防止のため、
議場での傍聴は、極力ご遠慮いただき、市公
式ホームページ「インターネット議会中継」
をご利用ください。

■一般質問項目チラシ配布場所／庁舎１階市民
サロン・各地区公民館・悠美館、市公式ホー
ムページ
問議会事務局☎(22)3755

３月定例会開催のお知らせ

時
間

内
容

場
所

午
前
８
時

30
分

整
列
・

観
閲

市
役
所

東
側
駐
車
場

午
前
９
時
一
斉
放
水
・

分
列
行
進

活
性
化
セ
ン

タ
ー
通
り

午
前
９
時

45
分

講
評
・

訓
示

市
役
所

東
側
駐
車
場

流
雪
溝
の
利
用
に
関
す
る
お
願
い

①
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

流
雪
溝
を
開
け
る
時
は
カ
ラ
ー
コ
ー

ン
を
置
き
、
中
網
は
開
け
な
い
で
使
用

し
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
や
車
両
へ
の
安

全
確
保
を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。

②
よ
り
良
く
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に

湿
っ
た
雪
は
流
雪
溝
に
詰
ま
り
や
す

い
た
め
、
雪
を
細
か
く
し
て
か
ら
入
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
各
戸

一
斉
に
投
雪
を
行
う
と
詰
ま
る
原
因
と

ゆ
る
っ
と
た
す
け
あ
茶
ろ
ん

認
知
症
講
演
会
参
加
者
募
集


